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この印刷物は、FSC の基準に従って
認証された適切に管理された森からの
木材を含んだ用紙で印刷されています。

あ
と
が
き

遠
藤　

英
信

議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　

今
年
も
あ
と
少
し
と
な
り
、時
の
流
れ

は
速
く
、大
震
災
、原
発
事
故
か
ら
5
年

8
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
大
震
災
、原

発
事
故
は
未
だ
に
爪
痕
が
深
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

議
会
は
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
を
は

じ
め
課
題
の
解
決
に
向
け
、国・県
に
要
望

活
動
を
行
い
、議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
、町
民
の
皆
さ
ん
が『
自

分
ご
と
』と
し
て
行
政
運
営
に
関
心
を
持

ち
、町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町
・
議
会
に

届
け
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、ご

質
問
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、行

政
運
営
に
反
映
す
る
よ
う
に
尚
一
層
の
努

力
を
い
た
し
ま
す
。

　

日
増
し
に
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
す
の

で
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

一般質問は12月2日（金）の予定です。傍聴をお待ちしています！
定例会12月会議は12月1日（木）に開会の予定です。

※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（０２４７-７２-６９３０）

主な内容主な内容

定例会9月会議の結果
町政を問う ５人が一般質問
追跡・あの一般質問を検証
常任委員会調査レポート

2
5
11
12

議会活動トピックス
8月～10月の議会活動日誌
町民の声

14
15
16

定例会9月会議の結果
町政を問う ５人が一般質問
追跡・あの一般質問を検証
常任委員会調査レポート

2
5
11
12

議会活動トピックス
8月～10月の議会活動日誌
町民の声

14
15
16

議会だより議会だより
笑顔とがんばりの町

おのまち
　

私
は
こ
こ
数

年
で
様
々
な
会

議
に
参
加
し
、

町
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

町
を
大
き
く
変
え
る
河
川
工
事
、

子
育
て
支
援
や
学
校
の
統
廃
合
、公

共
施
設
の
充
実
な
ど
、町
に
暮
ら
す

人
た
ち
の
関
心
が
高
い
も
の
ば
か

り
で
す
。

　

会
議
で
出
会
っ
た
方
た
ち
は
皆
、

夢
を
熱
く
語
る
一
方
で
、「
身
の
丈

に
あ
っ
た
町
づ
く
り
」を
望
ん
で
い

ま
し
た
。人
口
の
減
少
に
不
安
を
持

つ
方
も
多
く
、こ
ん
な
に
暮
ら
し
や

す
い
町
な
の
に
も
っ
た
い
な
い
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

人
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
町
に
す

る
た
め
に
は
、福
島
県
で
田
村
地
区

で
、小
野
町
が
ど
ん
な
存
在
に
な
る

べ
き
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
、町
の

魅
力
を
外
に
発
信
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
よ
う
で
す
。経
営
力
と
企
画

力
を
生
か
し
て
、将
来
こ
の
町
を
受

け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
く

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
議

会
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

齋藤 直美さん

　
「
町
民
の
声
」に
私
の

意
見
が
載
る
と
い
う
こ

と
で
、何
を
書
い
た
ら

い
い
の
か
悩
み
ま
し

た
。私
は
議
会
に
つ
い
て
あ
ま
り
興
味
が
な

く
具
体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

周
囲
に
も
似
た
よ
う
な
方
達
が
い
て
、「
話
し

が
難
し
そ
う
」、「
意
見
を
言
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
」な
ど
の
声
を
聞
き
ま
す
。私
も
、そ
の
内
の

一
人
で
す
が
、一
つ
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、子
ど
も
の
遊
べ
る
公
園
ま
た
は

施
設
が
少
な
い
こ
と
で
す
。お
店
に
来
る
町

外
の
小
さ
い
お
子
様
連
れ
の
お
客
様
が
、公

園
ま
た
は
有
料
で
も
い
い
か
ら
遊
べ
る
所
が

な
い
か
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。私
も
子
ど
も
を
持
つ
親
で
す
が
、ど
う
し

て
も
、町
外
の
施
設
等
を
利
用
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、公
園
や
施
設
が
あ
れ
ば
、

小
野
町
に
来
ら
れ
る
方
や
移
住
を
考
え
て
い

る
方
な
ど
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
を
機
に
議
会
に
少
し
で
も
興

味
を
持
ち
耳
を
傾
け
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま

す
。ま
た
、興
味
が
な
い
方
達
が
興
味
を
持
ち

参
加
で
き
る
よ
う
な
議
会
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

渡邊 和之さん

148号
平成28年

11月11日発行

次の走者に向かって猛ダッシュ！
（町民大運動会 行政区対抗リレー）
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定例会9月会議

▲本会議の様子

９月１日～９日
　平成２８年小野町議会定例会９月会議は、９月１日から
９日まで９日間の日程で開かれました。
　会議では、平成２７年度各会計の決算、平成２８年度各
会計補正予算など２４件の町長提出議案と報告１件、議
員提出議案５件が提出され、議案はすべて原案のとおり
可決しました。
　また、５名の議員が一般質問を行い、町政各般にわたり
町長の考えをただしました。

▲旧小戸神小学校

陳
情
者
：
郡
山
地
方
農
民
連 

会
長　

宗
像  

孝

付
託
委
員
会
：
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

審
査
結
果
：
採
択

※
陳
情
の
審
査
は
、付
託
さ
れ
た
常
任
委
員
会
で

　

行
い
ま
す
。付
託
と
は
、議
案
の
議
決
に
先
立

　

ち
、議
員
で
構
成
す
る
各
常
任
委
員
会
に
審
査

　

を
分
割
し
て
任
せ
る
こ
と
で
す
。

◆
臨
時
国
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
批
准
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
陳
情

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
適
任
と
認
定

人
事
案
件

◆平成２７年度の決算を認定
全９会計　約８８億円の支出を審査 ※１万円未満切り捨て

会計区分

一般会計 ５５億２４２３万円 ５４億１３７５万円

歳入総額 歳出総額 内　　　容

特 

別 

会 

計

国民健康保険 １６億９５６万円 １５億５８７０万円 国民健康保険に関する事業に要した経費です。

後期高齢者医療 １億７５４万円 １億７３４万円 高齢者の医療給付に関する事業に要した経費です。

除染対策事業 ２億１６６８万円 ２億１６６８万円 除染対策に関する事業に要した経費です。

介護保険 １１億７４２０万円 １１億４３２６万円 保険料などの収入を元に、介護サービス事業に要した経費です。

介護保険
サービス事業 ３１６万円 ３１６万円 介護保険サービス計画・介護予防プラン作成業務などに

要した経費です。

浄化槽整備
推進事業

７１３０万円 ６２３４万円 町が浄化槽の設置と維持管理に要した経費です。

文化・体育
振興基金 ５１８万円 ４６０万円 文化・体育各団体への活動補助金などに要した経費です。

収益的収支 １億６７１2万円 １億5082万円 浄水場等の維持管理や減価償却費等の経費です。

資本的収支 ８７５０万円 １億４９５８万円 企業債償還金及び水道管の布設替え等に要した経費です。

町政各般にわたる諸事業に要した経費です。

水道事業
会計

◆町の財政を診断
　法律の規定により、町の財政の健全性に関する指標が報告されました。数値は、いずれも危険な基準を超えておらず、
財政状況は健全な段階で推移しています。
健全化判断比率（％）

※実質公債費比率…普通会計が負担する元利償還金などの
　標準財政規模に対する比率。数値が小さいほど健全
※将来負担比率…普通会計が将来負担すべき実質的な負
　債の標準財政規模に対する比率。数値が小さいほど健全
※小野町では実質赤字や資金不足がないことから、それに
　関連する指標は「－」と表示

地方公共団体の財政の健全性に関する比率の報告

区　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
小野町

早期健全化基準（黄色信号）
財政再生基準（赤信号）

－
15.0
20.0

－
20.0
30.0

－
350.0

8.3
25.0
35.0

小野町

資金不足比率（％）
区　分 水道事業会計 浄化槽整備推進事業特別会計

経営健全化基準
－
20.0

－
20.0

　各会計の補正予算額は、右の表のと
おりです。
　一般会計の収入と支出において、収
入では国から交付される地方交付税、
国・県からの事業費補助金などが増額
となりました。歳出では、小野高等学
校６次化商品開発支援事業補助金、Ｂ
型肝炎ワクチン接種委託料、町道拡幅
工事費などが増額となりました。
　また、国民健康保険、後期高齢者医
療、除染対策事業、介護保険、浄化槽
整備推進事業、文化・体育振興基金な
どの特別会計では、各々、現時点での
所要の補正予算を組んだものです。

平成２８年度
各会計補正予算

※１万円未満切り捨て

５４０３万円

４３５２万円

２０万円

▲６９０万円

３６３８万円

３０万円

８５万円

６７万円

３万円

３万円

６００万円

５０億２８４３万円

１５億２９４０万円

１億８１５万円

１５３４万円

１２億５５９２万円

３５７万円

８８１８万円

３５８万円

１億７０７７万円

１億６４６１万円

１億５１０９万円

一般会計

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

除染対策事業

介護保険

文化・体育振興基金

収益的収入

収益的支出

資本的支出

介護保険サービス事業

浄化槽整備推進事業

会計区分 補正額 補正後予算額

そ
の
他
の
議
案

　

小
野
運
動
公
園
内
に
設

置
す
る
屋
外
固
定
型
遊
具

等
を
購
入
す
る
た
め
、議

会
の
議
決
を
経
て
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

予
定
価
格
が
７
０
０
万

円
以
上
の
動
産
取
得
に
係

る
契
約
は
議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
小
野
運
動
公
園
屋
外
固
定
型
遊
具
等　

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
可
決
）

　

旧
小
戸
神
小
学
校
の
敷
地
と
建
物
を
障
が
い

者
の
就
労
訓
練
の
目
的
で
使
用
す
る
法
人
に
無

償
で
貸
付
す
る
も
の
で
す
。

　

法
律
に
よ
り
、町
有
財
産
を
無
償
で
貸
付
す
る
場

合
は
、議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
町
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て（
可
決
）

　

法
務
大
臣
に
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
行
う
た

め
の
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、先
﨑
伸
一
氏

（
飯
豊
下
）と
佐
久
間
敦
子
氏（
皮
籠
石
）を
推
薦

し
た
い
と
し
て
、議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
、推
薦

は
適
任
と
判
断
し
ま
し
た
。

◆
小
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

小
野
町
教
育
委
員
会
の
委
員
に
、先
崎
千
吉

子
氏（
夏
井
）と
榊
原
貞
治
氏（
谷
津
作
）を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

会田 明生 議員 6ページ
・一般廃棄物最終処分場について
・産業廃棄物処分場について
・道路側溝の汚泥処理について
・健康増進計画について
・受動喫煙防止対策について

◆

◆

渡邊 直忠 議員 7ページ
・公用車の一元管理について
・非常勤職員の活用について
・非常勤職員の一元管理について
・職員の配置基準について
・職員研修について
・職員の意識改革について
・職員の中途採用について
・政策立案のプロセスについて
・職員の政策立案能力について
・小野町農業振興地域整備計画の問題と課題について
・農振変更申請受付のホームページ活用について
・権限移譲への取り組み姿勢と問題・課題について
・総合的な土地利用計画の必要性について
・（仮称）おのまち集客・交流促進協議会設立について
・職員の地域（行政区）担当制について

◆

◆

竹川 里志 議員 8ページ
・７月１０日執行の第２４回参議院通常選挙の結果について
・持続可能なまちづくりについて
・町長との対話会について
・こまち女性消防隊の活動について
・こまち女性消防隊の報酬について
・公立小野町地方綜合病院の医師確保について
・公立小野町地方綜合病院の緊急医療の充実について
・公立小野町地方綜合病院の構成市町村の住民の健康と予防について

◆

◆

田村 弘文 議員 9ページ
・大和田町政３年半の自己評価について
・公約である７つの柱と２５の実行の取り組み結果について
・小学校の統廃合を公約で触れなかったことについて
・土地交換契約の締結と所有権移転の登記について
 （公立小野町地方綜合病院跡地）
・公立小野町地方綜合病院跡地の利用計画について
・公立小野町地方綜合病院跡地の利用面積について

◆
◆

吉田 康市 議員 10ページ
・企業誘致の状況について
・企業用地の確保について
・認定こども園の用地確保について
・認定こども園のハード面について
・認定こども園のソフト面について
・町政運営の現状について
・２期目の町長選挙への立候補について

◆

◆

※
紙
面
の
関
係
上
、「
◆
」の
質
問
と
答
弁
の
内
容
の
み
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
質
問
項
目
の
内
容
等
は
、小
野
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　「
会
議
録
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
11
月
下
旬
掲
載
予
定
）

45

10月第１回会議開催 １０月４日に平成２８年小野町議会１０月第１回会議を開催し、
次の議案を可決したほか、「予算決算常任委員会」の委員を選任しました。

契約案件 ◆パソコン更新業務契約の締結
　小野町役場庁舎内等や町内の小中学校のパソコンを更新するため、議会の議決を経て契約を締結するものです。

予算決算常任委員会の委員の選任
　予算決算常任委員会の委員に村上議長を除く１１人の議員が選任されました。また、委員会を開催し正副委員長の選
出を行い、委員長に佐藤登 議員、副委員長に水野正廣 議員が互選されました。
　※村上議長はオブザーバーとして委員会に参加します。

議
員
提
出
議
案

　

予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項
を
調
査
す
る
常

設
の
委
員
会
を
設
置
し
、議
会
の
審
査
機
能
向
上

を
図
る
た
め
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、新
た
に「
予
算
決
算
常
任
委

員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

議
案
提
出
者
：
宗
像 
芳
男 

議
員

◆
小
野
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

　

次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

○
議
会
に
お
け
る
欠
席
の
届
出
に
関
し
て
、社
会

　

情
勢
な
ど
を
勘
案
し
出
産
の
場
合
の
欠
席
の
届

　

出
の
規
定
を
新
た
に
設
け
る
。

○
委
員
会
に
よ
る
議
案
の
提
出
に
関
す
る
規
定
を

　

新
た
に
設
け
る
。

○
表
決
方
法
の一部
の
要
件
を
改
め
る
。

　

議
案
提
出
者
：
籠
田 

良
作 

議
員

◆
小
野
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

　

社
会
情
勢
を
勘
案
し
、議
会
の
傍
聴
席
に
持
ち

込
む
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
か
ら「
つ
え
」を

削
除
し
ま
し
た
。

　

議
案
提
出
者
：
田
村 

弘
文 

議
員

◆
小
野
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を
改
正

　

小
野
町
議
会
会
議
規
則
第
１
２
７
条
第
1
項
に

よ
り
、議
案
の
審
査
又
は
町
の
事
務
調
査
な
ど
の

た
め
議
員
を
県
内
外
に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て

提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

議
案
提
出
者
：
会
田 

明
生 

議
員

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

陳
情
採
択
に
伴
い
、意
見
書
を
衆
参
両
議
院
議
長

に
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
の
提
出

　

○
臨
時
国
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
批
准
し
な
い
こ

　
　

と
を
求
め
る
意
見
書

　
　

議
案
提
出
者
：
竹
川 

里
志 

議
員

　
　

意
見
書
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長

審議した議案と各議員の ・賛成が「○」、反対は「×」と表示しています。
・村上昭正議長は採決に加わりません。賛否

※提出区分欄の「町長」は町長提出議案、「議員」は議員提出議案を示します。
※紙面の関係上、定例会9月会議における予算決算関係議案と人事議案は、集約して掲載しています。個々の議案名は小野町議会の
　ホームページに掲載します「会議録」をご覧ください。

会
議
名

定
例
会
９
月
会
議

10
月

第
１
回
会
議

提
出
区
分

町
長

議
員

町
長

可　
否

議 案 名
渡
邊
直
忠

会
田
明
生

竹
川
里
志

宗
像
芳
男

田
村
弘
文

籠
田
良
作

水
野
正
廣

遠
藤
英
信

久
野　
峻

佐
藤　
登

吉
田
康
市
○○○○○○○○○○○平成２７年度小野町一般会計・各特別会計等歳入歳出決算の認定 ９件 可

決

○○○○○○○○○○○平成２８年度小野町一般会計・各特別会計等補正予算 ９件 可
決

○○○○○○○○○○○町有財産の無償貸付について 可
決

○○○○○○○○○○○小野運動公園屋外固定型遊具等購入契約の締結について 可
決

○○○○○○○○○○○人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ２件 可
決

○○○○○○○○○○○小野町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて ２件 可
決

○○○○○○○○○○○小野町議会委員会条例の一部を改正する条例について 可
決

○○○○○○○○○○○小野町議会会議規則の一部を改正する規則について 可
決

○○○○○○○○○○○小野町議会傍聴規則の一部を改正する規則について 可
決

○○○○○○○○○○○議員派遣について 可
決

○○○○○○○○○○○臨時国会でＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書 可
決

○○○○○○○○○○○小野町クライアントパソコン更新業務契約の締結について 可
決

○○○○○○○○○○○ＩＴ教育推進事業小中学校パソコン更新業務契約の締結について 可
決



67

渡邊 直忠 議員

問問問問

答答答答

権限移譲への取り組み姿勢と
　　　　　　　　　問題・課題について

近隣自治体の動向やメリット・
　　　　　　デメリットを比較し判断する

吸う人も、吸わない人にも良い環境を首都圏の親子が小野町を訪れ農業を体験（夏の親子農業体験ツアー）

県
北
地
方
の
８

市
町
村
は
、国
に
対
し
連
名

で
側
溝
内
の
汚
泥
な
ど
の
撤

去
に
向
け
た
要
望
を
行
っ
て

い
ま
す
。小
野
町
と
し
て
も

単
独
で
は
な
く
、同
様
の
課

題
を
抱
え
る
市
町
村
と
一
体

と
な
っ
て
早
期
に
環
境
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
対
策

に
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

再
質
問

事
業
者
の
方
々

が
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の

動
機
づ
け
に
な
る
よ
う
な
支

援
策
も
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

再
質
問

国
等
が
示
す
除

染
の
基
準
値
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
汚
泥
処
理
が
で
き

ず
困
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

処
理
に
対
す
る
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。こ
の
不
安
解
消

が
生
活
環
境
の
保
全
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
が
、町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

市
街
地
の
道
路
側
溝
に

堆
積
し
て
い
る
土
砂
は
、東

日
本
大
震
災
以
降
、原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
影
響
に
よ
っ
て
、

泥
あ
げ
が
で
き
ず
に
困
っ
て

い
る
と
い
う
声
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　

町
で
は
、側
溝
に
堆
積
し

て
い
る
汚
泥
の
処
理
に
つ
い

て
、現
状
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

国
は
、受
動
喫
煙
防
止

の
た
め
の
設
備
の
設
置
支

援
と
し
て
助
成
金
制
度
を

創
設
し
、対
策
の
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。町
内
の
事
業

者
の
方
が
必
要
と
す
る
受

動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
対

策
と
し
て
、町
は
ど
の
よ
う

な
支
援
策
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

問

側
溝
内
の

土
砂
堆
積
物
に
つ
い
て
、特

に
小
野
新
町
地
区
で
は
側

溝
か
ら
土
砂
堆
積
物
を
あ

げ
て
処
理
し
た
り
、水
で
流

し
た
り
、ま
た
は
側
溝
内
の

廃
棄
物
の
み
拾
い
、土
砂
は

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
な

ど
、各
行
政
区
の
判
断
に
よ

り
処
理
の
方
法
が
異
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

町
民
生
活
課
長

予
算
や
人
員
が
限
ら
れ

て
い
る
中
、権
限
移
譲
に
つ

い
て
は
、い
ろ
い
ろ
な
問
題

点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。専

門
的
な
職
員
の
確
保
や
財

政
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

考
え
方
に
よ
っ
て
は
こ
の
解

決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、広

域
連
合
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、他
の

自
治
体
で
は
、農
地
法
の
権

限
移
譲
を
受
け
て
い
る
事
例

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
権
限
移
譲
が
あ

る
中
で
、小
野
町
で
は
農
地

法
や
特
定
非
営
利
活
動
促

進
法
に
関
し
て
権
限
移
譲

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問

他
の
行
政
と
一緒
に

な
っ
て
と
い
う
考
え
は
あ
り

ま
す
が
、ま
ず
は
町
の
現
状

を
踏
ま
え
、側
溝
内
の
汚
泥

処
理
を
ど
の
よ
う
に
で
き
る

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

各
行
政
区
長
な
ど

と
相
談
し
な
が
ら
、ど
の
よ

う
な
方
法
が
良
い
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

町
長

昨
年
度
、農
地
法

や
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
に
関
す
る
権
限
委
譲
を

受
け
た
件
数
は
、農
地
法
は

町
長

会田 明生 議員

問問問問

答答答答

道路側溝の汚泥処理について

現状を踏まえ側溝の汚泥処理方法を検討する

問問問問答答答答
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

喫
煙
対
策
の
現
状
を
把
握
し
、

　
　
　
禁
煙
・
分
煙
の
対
策
を
講
じ
る

小
野
町
の
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
に
は
、地
域

魅
力
を
再
発
見
し
、町
民
の

方
が
小
野
町
の
よ
さ
を
共

有
し
合
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域

と
の
協
働
に
よ
り
都
市
と

農
村
の
交
流
を
促
進
し
、地

域
活
性
化
及
び
産
業
振
興

を
図
る
こ
と
、町
外
か
ら
人

が
集
ま
り
賑
わ
い
を
つ
く

る
な
ど
様
々
な
分
野
の
町

民
活
動
と
の
連
携
を
図

り
、小
野
町
を
訪
れ
る
人
を

増
や
し
、ま
た
町
民
と
交

流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、活

発
で
魅
力
あ
る
賑
わ
い
と

創
造
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
と
し
た（
仮
称
）お
の
ま

ち
集
客
・
交
流
促
進
協
議
会

を
行
政
主
体
で
設
立
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

問 問問問問答答答答
（
仮
称
）お
の
ま
ち
集
客
・
交
流
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
設
立
に
つ
い
て

調
査
検
討
し
、設
置
を
図
り
た
い
と
考
え
る

健
康
増
進
計
画
な

ど
の
計
画
策
定
時
に
実
施

す
る
調
査
で
、喫
煙
対
策
の

現
状
把
握
に
努
め
、禁
煙
・

分
煙
の
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、様
々
な
機
会
を
通

し
て
喫
煙
と
健
康
被
害
に

つ
い
て
の
理
解
を
広
げ
、禁

煙
・
分
煙
の
普
及
啓
発
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

町
長

事
業
所
等
の
実
態

を
把
握
し
た
上
で
、で
き
る

限
り
事
業
者
の
方
々
が
積

町
長

（
仮
称
）お
の
ま
ち

集
客
・
交
流
促
進
協
議
会
の

設
立
に
つ
い
て
は
、様
々
な

分
野
の
横
断
的
な
意
見
交

換
や
事
業
の
連
携
な
ど
に

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考

町
長

極
的
に
分
煙
を
取
り
入
れ

る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

１３
件
、特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
は
０
件
と
少
数
で

あ
り
ま
し
た
。需
要
が
少
な

い
事
務
に
つ
い
て
は
広
域

的
に
県
で
処
理
す
る
こ
と

が
効
率
的
で
あ
り
、ま
た
地

域
間
の
取
り
扱
い
の
差
異

に
よ
っ
て
利
用
者
の
不
利

益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、ま
だ
当
町
で
は

取
り
組
ん
で
い
な
い
状
況

で
す
。

　

今
後
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、近

隣
自
治
体
の
動
向
や
メ

リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
を
比

較
し
な
が
ら
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

え
ら
れ
ま
す
の
で
、既
存
の

審
議
会
や
協
議
会
な
ど
の

役
割
を
踏
ま
え
な
が
ら
、そ

の
あ
り
方
を
調
査
検
討
し
、

設
置
を
図
り
た
い
と
考
え

ま
す
。



田村 弘文 議員

問問問問

答答答答

小学校の統廃合を公約で
　　　　　　触れなかったことについて

保護者、地域の方々のご意見などを
　踏まえながら検討したい考えであった

地域医療を担う「公立小野町地方綜合病院」旧公立小野町地方綜合病院の解体工事も完了し現在は更地に

小
野
町
の
強
み

に
は
、イ
ン
フ
ラ
、高
速
道

路
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、そ
の
中
で
一
番
の
強

み
は
何
で
あ
る
か
伺
い
ま

す
。 再

質
問

医
師
確
保
の
た

め
町
長
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
要
望
活
動
を
し
て
き

た
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

第
四
次
小
野
町
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
の
内

容
に
、こ
れ
か
ら
の
小
野
町

が
町
と
し
て
持
続
発
展
し

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、住

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
に

創
造
性
を
持
っ
て
協
働
し
な

が
ら
、将
来
の
小
野
町
の
将

来
像
に
向
か
っ
て
、主
体
性

を
持
ち
つ
つ
自
発
的
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
あ
り
ま
す
。

４
年
目
を
迎
え
た
町
政
で
、

住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

に
創
造
性
を
持
っ
て
協
働

し
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
に
は
何
が
大
切

な
の
か
伺
い
ま
す
。

問

公
立
小
野
町
地
方
綜

合
病
院
は
移
転
新
築
し
平

成
２７
年
３
月
か
ら
開
業
し

ま
し
た
が
、医
師
不
足
で
、

週
１
〜
２
日
の
診
療
科
目

の
た
め
、医
療
体
制
が
不
十

分
だ
と
い
う
声
が
町
民
か

ら
聞
か
れ
ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
町

長
挨
拶
の
中
で
、町
長
は
慢

性
的
な
医
師
不
足
に
よ
り

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病

院
の
夜
間
救
急
医
療
が
休

止
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
解

消
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
、地
域
医
療
の
充
実
を
図

り
た
い
と
考
え
る
と
あ
り

ま
す
が
、医
師
の
確
保
の
取

り
組
み
の
方
法
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

問

町
長
が
立
候
補
を
決
意

し
た
際
、町
民
に
示
し
た
教
育

の
充
実
の
中
で
は
幼
児
施
設
の

整
備
促
進
は
行
う
と
あ
り
ま

し
た
が
、小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
は
触
れ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。立
候
補
を
決
意
し
た

時
に
、小
学
校
の
統
廃
合
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

政
策
に
創
造
性
を

盛
り
込
み
、町
民
と
協
働
し

て
行
う
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

町
の
特
徴
を
捉
え
、客
観
的

な
強
み
、弱
み
を
把
握
し
、

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、町

町
長

一
番
の
強
み
は
町

民
性
の
良
さ
だ
と
思
い
ま

す
。次
に
は
災
害
に
強
い
町

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長

小
野
町
教
育
環

境
整
備
の
基
本
方
針
を
策
定

さ
れ
た
際
、小
野
町
議
会
に
対

し
て
報
告
が
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、そ
の
当
時
町
長
は
議

長
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、小
学

校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
町
民
に
示
す
べ
き
で

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

町
長
に
就
任
し
て

か
ら
３
年
半
経
過
し
ま
し
た

が
、現
在
の
心
境
を
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問 基

本
方
針
は
尊
重

し
て
い
ま
す
が
、現
在
あ
る

各
小
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、統
廃
合
の
時
期

を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
、公
約
に

は
掲
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
長

統
合
小
学
校
に
つ

い
て
、将
来
に
向
け
て
そ
の

よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
場
合

に
は
、統
廃
合
は
進
ん
で
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

町
長

平
成
１８
年
８
月
に

教
育
委
員
会
が
策
定
し
ま
し

た
小
野
町
教
育
環
境
整
備
の

基
本
方
針
に
掲
げ
た
基
本
環

境
の
方
向
性
を
尊
重
し
て
い

ま
す
が
、子
供
を
育
て
る
こ
と

は
地
域
全
体
で
、そ
の
意
識
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、４
つ
の
小
学
校
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て
、学
校
運
営
の

良
さ
の
面
も
感
じ
て
い
ま
し

た
。そ
の
中
で
、基
本
方
針
を

尊
重
し
な
が
ら
も
選
挙
公
約

町
長

竹川 里志 議員

問問問問

答答答答

持続可能なまちづくりについて

創造性ある町民との協働のまちづくりを行う

問問問問答答答答
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
医
師
確
保
に
つ
い
て

医
師
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　
引
き
続
き
積
極
的
に
行
う

町
所
有
の
公
立
小
野

町
地
方
綜
合
病
院
の
土
地

と
公
立
小
野
町
地
方
綜
合

病
院
所
有
の
旧
病
院
の
土

地
の
交
換
に
つ
い
て
、当
初

の
計
画
で
は
平
成
２７
年
９

月
の
旧
病
院
建
物
解
体
後

に
土
地
交
換
契
約
の
締
結

と
所
有
権
移
転
の
登
記
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

解
体
工
事
の
期
間
延
長
の

関
係
で
土
地
交
換
契
約
の

締
結
と
所
有
権
移
転
登
記

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。現
在

解
体
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
が
、い
つ
土
地
交
換
契
約

の
締
結
と
所
有
権
移
転
の

登
記
を
行
っ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

問 問問問問答答答答
土
地
交
換
契
約
の
締
結
と
所
有
権
移
転
の

　
登
記
に
つ
い
て（
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
跡
地
）

年
内
の
土
地
交
換
契
約
の
締
結
と
所
有
権

　
移
転
の
登
記
完
了
に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
る

町
と
し
て
は
、公
立

小
野
町
地
方
綜
合
病
院
企
業

団
議
会
の
方
々
の
力
も
お
借

り
し
な
が
ら
、病
院
企
業
団
、

理
事
者
会
な
ど
と
連
携
・
協

力
し
、福
島
県
、福
島
県
立
医

町
長

こ
れ
ま
で
、小
野
町

議
会
議
員
ま
た
は
病
院
企

業
団
職
員
と
と
も
に
、福
島

県
や
福
島
県
立
医
大
に
出

向
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

町
長

旧
病
院
敷
地

の
う
ち
３
筆
に
つ
い
て
、現

存
し
な
い
と
思
わ
れ
る
会

社
の
根
抵
当
権
設
定
が
判

明
し
、病
院
側
で
抹
消
登
記

請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
た

め
、根
抵
当
権
の
抹
消
完
了

総
務
課
長

に
掲
げ
ま
し
た
教
育
の
充
実

の
政
策
的
課
題
に
、小
学
校
の

統
廃
合
は
含
め
る
も
の
で
は

な
く
、保
護
者
、地
域
の
方
々

の
ご
意
見
な
ど
を
十
分
に
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
た
も
の
で
す
。

民
と
の
共
通
認
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

高
速
道
路
や
地
盤
の
固

さ
な
ど
、他
の
地
域
と
の
比

較
で
優
位
性
の
あ
る
イ
ン
フ

ラ
な
ど
を
活
用
し
、現
在
町

に
住
ん
で
い
る
方
々
の
生
活

満
足
度
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、創
造
性
あ
る
町
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

大
へ
の
要
望
活
動
な
ど
医
師

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

引
き
続
き
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
で
今
後
３
カ
月
程
度
の

期
間
を
要
す
る
状
況
に
あ

り
、土
地
交
換
契
約
の
締
結

と
所
有
権
移
転
登
記
の
完

了
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、年
内
の
契
約
締
結

と
登
記
完
了
に
向
け
、病
院

側
と
手
続
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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「認定こども園」の建設候補地に関する議会の意見を文書で町長に伝える久野公共施設検討特別委員会委員長（左）

認
定
こ
ど
も
園

整
備
に
必
要
な
面
積
の
確

保
だ
け
で
な
く
、他
の
公
共

施
設
と
の
複
合
化
も
視
野

に
入
れ
た
用
地
確
保
に
つ

い
て
議
会
か
ら
提
案
し
て

い
ま
す
。こ
の
提
案
に
対
し

て
の
現
在
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

再
質
問

再
出
馬
に
つ
い

て
は
町
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
等
を
聞
い
て
か
ら
判

断
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、現
在
の
町
長
の
気
持

ち
を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

平
成
２８
年
度
当
初
予
算

で
認
定
こ
ど
も
園
整
備
費
と

し
て
5
，3
0
0
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問

任
期
満
了
に
伴
う
次

期
町
長
選
挙
に
、２
期
目
の

立
候
補
に
向
け
て
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

問

認
定
こ
ど
も
園
整

備
に
伴
う
建
設
候
補
地
確
保

に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、小
野
町
議
会
公
共
施

設
検
討
特
別
委
員
会
か
ら
の

「
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に

関
す
る
意
見
」や
小
野
町
公

共
施
設
等
整
備
検
討
委
員

会
に
よ
る「
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
に
係
る
提
言
」等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、防
災
面
及

び
送
迎
面
で
安
全
、安
心
が

確
保
で
き
る
敷
地
、そ
し
て

次
期
拡
張
性
が
可
能
な
適

地
等
の
選
定
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
長

現
在
、議
会
側
の

提
案
に
基
づ
い
た
場
合
、有

効
平
地
面
積
の
確
保
や
ア

ク
セ
ス
道
路
の
位
置
、他
の

公
共
施
設
と
の
複
合
化
の

町
長

吉田 康市 議員

問問問問

答答答答

認定こども園の用地確保について

建設候補地の選定作業を進めている

問問問問答答答答
２
期
目
の
町
長
選
挙
へ
の

　
　
　
　
　

  

立
候
補
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
、

遠
く
な
い
時
期
に
判
断
し
た
い

町
長
就
任
時
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

そ
し
て
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
放
射
性
物
質
か
ら
の
風

評
被
害
払
拭
、除
染
廃
棄
物

の
対
応
な
ど
極
め
て
困
難

な
課
題
が
あ
り
、閉
塞
感
を

解
消
す
る
こ
と
や
、人
口
減

少
に
歯
ど
め
を
か
け
る
こ

と
が
喫
緊
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
、元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
は
少
子
高
齢
化
や

高
度
情
報
化
に
よ
り
、私
た

ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

社
会
情
勢
へ
と
変
化
し
て
い

る
中
、平
成
27
年
度
は
町
独

町
長

最
初
に
答
弁
し
た

と
お
り
で
す
。

町
長

自
の「
小
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を

策
定
し
、平
成
28
年
度
か
ら

は
子
育
て
支
援
を
初
め
と
す

る
人
口
減
少
対
策
に
力
点
を

置
い
た
取
り
組
み
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
実
現

の
た
め
に
は
ま
だ
懸
案
事
項

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

２
期
目
の
町
長
選
挙
の
立

候
補
に
つ
い
て
、私
は
小
野

町
の
発
展
、町
民
の
幸
せ
を

守
る
こ
と
が
私
自
身
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
町
民
の
皆
さ
ん
の
お

声
を
お
聞
き
し
、遠
く
な
い

時
期
に
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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町
と
し
て
最
終

的
に
、認
定
こ
ど
も
園
を
単

独
事
業
で
行
う
の
か
、ま
た

は
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合

化
に
し
て
い
く
考
え
が
あ
る

の
か
、町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

再
々
質
問複

合
化
を
考
え
て

い
ま
す
。

町
長

可
能
性
な
ど
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、開
発
面
積
と
概

算
造
成
費
を
調
査
し
て
い

る
状
況
で
す
。

追跡追跡 どうなった？
あの一般質問を検証！

過去の一般質問から「検討したい」という答弁だったものを取り上げ、その後の町の対応を検証します。

空き家対策特別措置法施行後の取り組みについて

　平成２７年度は、各行政区からの空き家情報の提供をもとに、空き家と思われる家屋
について外観状況調査を行いました。平成２８年度は、それらの調査で空き家と判定し
た家屋の所有者（管理者）から、管理状況や今後の利用方法などについてのアンケート
による意向確認調査を行い、その調
査に基づき空き家台帳を整備する
予定です。
　今後は更に、調査結果に基づき空
き家対策計画の策定や、地域住民の
皆さんとの合意形成のための協議
会設置などの検討を行い、空き家の
有効活用や危険家屋などに関する
施策を進めていきます。

その後

質 問

　平成２７年５月に施行されました空家等対策の推進に関する特別措置法第４条では、
市町村は空き家等対策計画の作成及びこれに基づく空き家等に関する対策の実施、そ
の他の空き家等に関する必要な措置を適切に講ずるよう努めるものとすると記載があ
ります。
　今後、当町においても計画策定に向けた検討が進められることと思いますが、どのよ
うな考えでもって取り組んでいくのか、町長のお考えを伺います。

答 弁

　空き家等対策を効果的かつ効率的に実施するためには、町内の空き家等の所在や、
その状態等の実態把握が重要であると考えます。まずは簡易的な空き家等の実態調査
を行う予定です。
　また、空き家対策に関する計画策定については、個人の財産の処分に関する内容も
含まれていることから、空き家等を所有される方や地域住民の皆さんとの合意形成を
図り、補助事業等の有効活用等も視野に入れ、段階を踏みながら検討します。
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委 員常 任 会 レ ポ ー ト委 員常 任 会 レ ポ ー ト

（
行
政
調
査
：
10
月
5
日
〜
7
日
）

厚
生
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長

田
村 

弘
文

▲廃校利用の状況を視察する（美瑛町）

廃
校
利
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど
を
調
査

調
査
先
：
北
海
道
東
川
町・美
瑛
町

◆
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

　

厚
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、１０

月
５
日
か
ら
３
日
間
、幼
保
一
元
化

施
設
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
用
状
況
、廃
校
利
用
し
た

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど
を

調
査
す
る
た
め
、北
海
道
の
東
川
町

と
美
瑛
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、東
川
町
の
幼
保
一
元

化
施
設
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、幼
保
一

元
化
施
設
は
、町
内
に
あ
っ
た
認
可

保
育
所
２
ヶ
所
・
季
節
保
育
所
２
ヶ

所
・
幼
稚
園
１
ヶ
所
の
５
施
設
を
統

廃
合
し
、平
成
１４
年
１２
月
に
開
園
し

ま
し
た
。

　

施
設
完
成
ま
で
に
は
、保
育
に
関

わ
る
幼
保
保
育
者
合
同
会
議
を
１４

回
開
催
し
、運
営
等
に
関
す
る
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。施
設
建
設
及

び
運
営
等
に
関
し
て
は
、現
場
で
保

育
業
務
に
携
わ
る
保
育
園
等
の
意

見
等
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま

で
の
2
5
5
名
の
園
児
が
通
園
し
、

ま
た
職
員
も
基
準
よ
り
多
め
に
配

置
し
て
い
る
と
と
も
に
、常
勤
看
護

師
と
特
別
支
援
教
育
支
援
員
等
も

配
置
し
、体
調
不
良
児
対
応
型
保

育
、障
が
い
児
保
育
に
対
応
し
て
い

ま
す
。質
の
高
い
保
育
運
営
等
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。現
場
重
視
の
考

え
で
施
設
整
備
等
を
行
っ
た
東
川

町
の
対
応
を
、ぜ
ひ
小
野
町
で
も
取

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

０
歳
か
ら
就
学
前
幼
児
を
対
象
に
、

子
育
て
相
談
、親
子
遊
び
の
体
験
教

室
な
ど
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。今
後
は
外
出
困
難
な
親
子

に
対
す
る
家
庭
訪
問
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
う
か
が
課
題
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

次
に
、美
瑛
町
を
訪
問
し
、廃
校

利
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
で
は
、廃
校
と
な
っ
た
１２

校
の
う
ち
１０
校
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、食

品
加
工
場
、農
業
就
農
者
研
修
施

設
、地
域
人
材
育
成
研
修
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
様
々
な
こ
と
に
活
用
し

て
い
ま
す
。ま
た
、残
り
の
２
校
も

現
在
利
用
者
を
募
集
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

今
回
調
査
し
た
廃
校
利
用
は
、

平
成
２１
年
３
月
末
に
閉
校
と
な
っ

た
小
学
校
校
舎
と
体
育
館
を
地
域

人
材
育
成
研
修
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、宿
泊
室
、研
修
室
、多
目
的

室
等
を
備
え
、平
成
27
年
4
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で

す
。

　

こ
の
施
設
の
活
用
目

的
は
、地
域
に
お
け
る

人
材
育
成
へ
の
拠
点
と

し
て
、様
々
な
分
野
の

研
修
に
活
用
し
、交
流

等
を
通
じ
て
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、災

害
有
事
に
備
え
た
緊
急

防
災
施
設
と
し
て
の
機

能
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

小
野
町
に
お
い
て
も

小
学
校
の
統
合
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、統
合
に

よ
り
廃
校
に
な
る
小
学

校
の
利
活
用
問
題
に
つ

い
て
、今
か
ら
対
応
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
行
政
調
査
で
感
じ
た
こ

と
は
、東
川
町
・
美
瑛
町
と
も
に
行

政
の
迅
速
な
対
応
と
発
信
力
で
あ

り
ま
す
。行
政
調
査
で
得
た
こ
と

は
、今
後
の
議
会
活
動
並
び
に
施

策
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

▲若者定住施策について説明を受ける（印南町）

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
行
政

調
査
は
10
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で

の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

行
政
調
査
の
目
的
は
、当
町
の
重

要
課
題
で
あ
る
若
者
定
住
施
策
や

地
域
人
材
育
成
事
業
な
ど
に
つ
い

て
、先
進
的
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
和
歌
山
県
印
南
町
、三
重
県
南
伊

勢
町
・
多
気
町
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

印
南
町
は
、若

者
定
住
施
策
と
し

て
８
つ
の
柱
を
基

本
に
、人
口
問
題

に
対
処
し
て
い
ま

す
。そ
の
一つ
に「
義

務
教
育
10
カ
年
計

画
事
業
（
5
歳
児

義
務
教
育
化
）」を

掲
げ
、義
務
教
育

年
限
を
延
長
し
、

5
歳
児
か
ら
中
学

校
ま
で
の
10
年
間

を
義
務
教
育
と
位

置
付
け
、学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と

な
り
、連
続
性
・
系

統
性
の
あ
る
教
育

を
進
め
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
先
生
方
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
子
ど
も
達
の
発
達

と
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

の
計
画
を
立
案
す
る
も
の
で
あ
り
、

義
務
教
育
を
考
え
る
う
え
で
大
変

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

空
き
屋
バ
ン
ク
制
度
は
、地
域
活

性
化
や
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、所
有
者
が
登
録
し
た
町
内

の
賃
貸
ま
た
は
販
売
で
き
る
物
件

を
、利
用
希
望
者
に
情
報
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。小
野
町
も
空
き
屋

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
中
で
す
が
、今
後

行
政
と
し
て
の
関
わ
り
を
課
題
と

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
痛
感

し
ま
し
た
。

　

次
に
、南
伊
勢
町
を
訪
問
し
地
域

人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。人
口
が
著
し
く
減
少
し
て

い
る
た
め
、南
伊
勢
高
等
学
校
の
生

徒
は
、地
域
活
性
化
を
目
指
し
地
域

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

S
B
P（
地
域
資
源
を
生
か
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
あ
げ
、自
ら
働
く

場
を
確
保
す
る
こ
と
）に
取
り
組

み
、４
つ
の
活
動（
①
企
業
訪
問
、②

セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
、③
た
い
み
ー
焼

き
、④
高
校
生
の
活
動
紹
介
）を
行

い「
町
お
こ
し
」に
協
力
し
て
い
ま

す
。ま
た
、「
南
伊
勢
え
え
や
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」は
、若
者
が
町
に

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、町
民
と
町

職
員
が
話
し
合
い
課
題
の
解
決
方

法
を
探
る
と
と
も
に
、ま
ち
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催
し
町
内
外

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
通
じ

て
、若
者
の
考
え
方
を
よ
く
聞
き
町

に
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、多
気
町
の
縁
結
び
事
業

は
、独
身
男
女
を
対
象
に
結
婚
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
各
種
事

業
を
実
施
し
、町
内
へ
の
定
住
促
進

や
少
子
化
対
策
な
ど
を
目
的
に
平

成
22
年
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、事
業
者
に

町
が
補
助
金
を
出
し
て
自
主
的
な

運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、成
婚
に
至
る
ま
で
は

時
間
が
か
か
る
た
め
、担
当
者
は
長

い
目
で
見
守
り
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
行
政
調
査
で
は
、そ
れ
ぞ

れ
訪
問
し
た
自
治
体
と
課
題
を
共

有
し
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
後
も
人
口
減
少
・
若
者

定
住
施
策
問
題
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

（
行
政
調
査
：
10
月
12
日
〜
14
日
）

若
者
定
住
施
策
な
ど
を
調
査

調
査
先
：
和
歌
山
県
印
南
町
、三
重
県
南
伊
勢
町・多
気
町

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

籠
田 

良
作
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議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌
３日
５日
１０日
１１日
１５日
２３日
２４日
２９日

小野町ふるさと暮らし支援センター通常総会
議会広報編集委員会
月例全員協議会
広野町サマーフェスティバル2016（広野町）
おのまち夏まつり
例月出納検査
町村議会正副議長研修会（福島市）
議会運営委員会
議会全員協議会

8月8月

　１日～９日

４日
９日
１１日
１３日
１６日
１９日
２６日
２７日

小野町議会定例会9月会議
こまちダムまつり
月例全員協議会
小野町防災訓練
小野町防犯協会定期総会
小野町小学校陸上記録会
小野町敬老会
例月出納検査
公共施設検討特別委員会行政調査（泉崎村・玉川村）
全員協議会
平田村議会との交流会

9月9月

３日
４日

　５日～７日

７日
８日
９日
１１日

　１２日～１４日

14日

１５日
21日

23日
２４日
　２５日～２６日

２９日

３１日

小野町老人クラブ連合会長杯グラウンドゴルフ大会
議会運営委員会
議会全員協議会
小野町議会10月第１回会議
議会広報編集委員会　
リカちゃん通りイルミネーション点灯式

厚生産業常任委員会行政調査（北海道）
全市町村植樹キャラバン小野町植樹式
JA福島さくら感謝祭2016inたむら（田村市）
町民大運動会
公立小野町地方綜合病院企業団議会定例会
月例全員協議会
議会改革特別委員会

総務文教常任委員会行政調査（三重県・和歌山県）
田村広域行政組合議会定例会
田村地方交通安全対策推進協議会会議
福島県ＰＴＡ研究大会郡山ブロック大会（郡山市）
小・中学校音楽祭
議会広報編集委員会
議会改革特別委員会
三春町議会との交流会
小野町消防団秋季検閲式
例月出納検査

議会広報編集委員会研修（東京都）
小町ふれあいフェスタ
ふるさと小野町会との交流会
福島県町村議会議員研修（郡山市）

10月10月

　公共施設検討特別委員会（委員長：久野　峻 議員）は、町で検討を進めている公共施設整備の検
討に参考とするため、他の自治体で整備した公共施設の整備状況について調査しました。
　この度の調査は、泉崎村の「役場新庁舎」と玉川村の「幼保連携型こども園（認定こども園）たまか
わクックの森」を視察し、施設整備に至るまでのプロセスなどについて説明を受け、また施設内を見
学しました。

　郡山市の「ビッグパレット」で開催された福島
県町村議会議長会主催の町村議会議員研修会に参
加しました。この研修会は、県内の町村議会議員
を対象に毎年行われます。
　今回は、「地方創生と地方自治」と「これからど
うなる政局・政治」について講義を受けました。
　研修を受け、地方自治体を取り巻く環境の変化
と、地方議会の課題と活性化策などについて理解
を深めました。

県内の全町村議会議員を対象とした研修会に参加

新庁舎建設の概要説明を受ける（泉崎村役場）

　東日本大震災により役場庁舎が被災し、
建て替えの必要性があるとの判定を受け、
住民の利便性等を考慮し、移転新築するこ
とを決定し、平成28年2月に新庁舎が完
成、同年４月４日から新庁舎での業務が開
始されました。

【泉崎村役場新庁舎】【泉崎村役場新庁舎】

施設内を見学する（たまかわクックの森）

　村立の２幼稚園と１保育所の老朽化や多
様な保育ニーズへの対応などの課題を受
け、施設整備の検討を重ねた結果、幼児教
育と保育の機能を一体化した幼保連携型
の認定こども園を村社会福祉協議会に移
管して建設運営することとし、平成28年４
月に開設しました。

【幼保連携型こども園（認定こども園）
たまかわクックの森】

【幼保連携型こども園（認定こども園）
たまかわクックの森】
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